
上
野
の
山
の
西
郷
さ
ん 

 

長
谷
川 

修 

 

珍
し
い
写
真
に
出
会
っ
た
。
画
像
は
少
し
不
鮮
明
だ
が
、
大
き
い
銅
像
の
台
座
や
本
体
に
大
量
の

紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
九
九
年
前
の
九
月
に
関
東
大
震
災
で
罹
災
し
た
人
が
、
家
族
や
知

人
の
安
否
を
尋
ね
る
貼
り
紙
だ
。
一
五
区
時
代
の
東
京
市
民
に
と
っ
て
、
上
野
の
山
の
西
郷
さ
ん
は

身
近
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

一
〇
年
程
前
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
銅
像
の
一
部
が
望
め
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
聚
楽
の

あ
っ
た
建
屋
は
現
在
「
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
３
１
５
３

サ

イ

ゴ

ー

サ

ン

」
ビ
ル
に
建
て
替
え
ら
れ
、
西
郷
像
と
そ
の
周
辺
は
屋

上
庭
園
に
位
置
し
、
上
野
駅
か
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。 

  

上
野
に
出
か
け
西
郷
さ
ん
の
銅
像
の
近
く
を
通
る
た
び
に
、
複
雑
な
思
い
に
お
ち
い
る
。 

 

西
郷
隆
盛
は
倒
幕
に
お
け
る
最
大
の
功
労
者
で
、
維
新
後
の
論
功
行
賞
で
は
大
久
保
、
木
戸
に
差

を
つ
け
、
個
人
と
し
て
は
最
高
位
を
受
け
た
。
し
か
し
明
治
政
府
の
進
め
る
新
国
家
建
設
で
は
意
見

の
合
わ
な
い
こ
と
が
多
く
、
征
韓
論
を
巡
る
政
争
に
敗
れ
た
の
を
機
に
下
野
し
、
郷
里
の
鹿
児
島
に

帰
る
。
鹿
児
島
で
は
私
学
校
を
創
設
し
人
材
育
成
に
力
を
注
ぐ
も
の
の
、
明
治
一
〇
年
士
族
層
の
解

体
に
不
平
・
不
満
を
も
つ
子
弟
に
担
が
れ
、
反
乱
軍
の
頭
領
と
し
て
政
府
軍
と
戦
う
。
こ
の
西
南
戦

争
は
八
ケ
月
続
き
、
死
者
は
両
軍
合
わ
せ
て
一
万
三
千
人
に
の
ぼ
る
も
、
終
に
城
山
で
自
刃
し
た
。 

 

西
郷
は
「
元
勲
」
か
ら
一
転
し
て
「
逆
賊
」
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
復
権
は
早
く
明
治
二
二

年
の
帝
国
憲
法
発
布
に
伴
う
大
赦
に
よ
っ
て
、
罪
を
許
さ
れ
正
三
位
を
追
贈
さ
れ
る
。
多
く
の
人
に

慕
わ
れ
て
い
た
西
郷
人
気
は
高
く
、
復
権
の
直
後
か
ら
銅
像
建
設
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
明
治
天
皇

の
下
賜
金
と
二
万
五
千
人
の
寄
付
金
で
、
明
治
三
一
年
上
野
公
園
に
銅
像
が
完
成
し
た
。 

当
時
の
在
日
外
国
人
の
多
く
は
、
元
逆
賊
の
銅
像
が
首
都
の
一
等
地
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
理
解

不
可
能
と
記
し
て
い
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
平
将
門
や
菅
原
道
真
と
同
じ
よ
う
に
、
怨
霊
を
丁

重
に
祀
る
こ
と
で
帝
都
の
守
護
神
と
し
て
弔
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

  

銅
像
の
背
中
側
の
数
十
Ｍ
離
れ
た
所
に
上
野
彰
義
隊
の
墓
が
あ
る
。
黒
門
口
の
攻
防
は
激
し
い
白

兵
戦
と
な
っ
た
が
、
攻
撃
す
る
薩
摩
軍
の
総
大
将
は
西
郷
隆
盛
だ
っ
た
。 


